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　投稿

情報サービス産業で働く日本人システムエンジニアの
蓄積疲労と労働環境の関連
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＊ 1　都立松沢病院看護師　＊ 2首都大学東京健康福祉学部看護学科助教　＊ 3同教授

目的　本研究は，情報サービス産業で働く開発技術者の蓄積疲労の実態を把握し，労働環境との関
連を明らかにすることを目的とする。

方法　東京都内の情報サービス産業で働く開発技術者160人を対象として質問紙調査を行った。調
査項目は，基本的属性，職場・労働環境，蓄積疲労度とした。分析は，疲労蓄積度高群と低群
の比較として各変数間でχ2検定を行った。

結果　分析対象とした120人中，蓄積疲労度が高い人の割合は55.9％であった。また， 1 カ月の平
均残業時間が45時間超の割合は22.5％であり，負担と感じる割合が高かった項目は，仕事内容
のあいまいさ，仕事の難しさ，納期の時間的切迫などであった。疲労蓄積度高群と低群を比較
して，高群が有意に高かった項目は，通勤時間60分以上，勤務場所が出向先，平均残業時間45
時間超，長時間労働，仕事量の多さ，仕事の難しさ，納期の時間的切迫，納品後のトラブル，
コミュニケーションの少なさ，室内（気温・湿度）の不快，仕事中の休憩頻度の不足，眼の痛
み・疲れ，首・肩のこり・痛みであった。

結論　本調査の結果，仕事による負担度が高いと回答した人は約 6割であった。蓄積疲労度と労働
環境の負担感の関連では，蓄積疲労度が高い群の方が，労働環境で負担と感じる10項目につい
て有意に割合が高かった。産業看護職は開発技術者の労働環境の特性に応じて，主観的な負担
度などを考慮した助言・指導が必要であることが示唆された。

キーワード　開発技術者，情報サービス，労働環境，ストレス，蓄積疲労

Ⅰ　は　じ　め　に

　経済産業省の「平成20年特定サービス産業実
態調査」1）によると，ソフトウエア業と情報処
理・提供サービス業の事業所全体の従業員数の
合計は約86万人である。部門別では，システム
エンジニアが33万人（40％）と最も多い。2000
年の実態調査では情報サービス業の従業者数は
約51万人であり，約1.6倍に増加している。ソ
フトウエア業や情報処理・提供サービス業の業
務は，Visual Display Terminals機器（以下，
VDT）を長時間使用することが多く，作業者

の様々な健康問題が明らかになっている2）。さ
らに，これらの業種が含まれる情報通信産業の
従業者の過酷な労働条件や未整備な労働環境，
長時間労働なども報告されている3）。
　情報通信産業に従事するシステムエンジニア
の業務では，仕事上の対人関係やライフイベン
トよりも，仕事内容から生じるストレスが関連
していることが報告されている4）。このストレ
スは，厳しい納期とシステムトラブルに伴う急
激な多忙，他人の援助を受けにくい職場環境，
常に要求される高い仕事水準といった背景のも
とに出現しており，システムエンジニアを多く
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擁する情報サービス業に特徴的な労働環境によ
るものであると報告されている4）。加えて，過
重労働が一つの要因となり，精神疾患を発症す
る症例も報告されている5）。過重労働について
は，情報処理・提供サービス業だけでなく，そ
の他の産業についても，疲労の蓄積をもたらす
重要な要因と考えられている6）7）

　2006年の労働安全衛生法の改正により，厚生
労働省は「過重労働による健康障害防止対策の
手引き」を発行し，事業者や衛生委員会などの
関係者に，過重労働対策の推進を図り，従業員
の健康を確保するよう周知・指導している8）。
しかし，過重労働に関する相談は，他の業種と
比較して，システムエンジニアが多いという報
告9）もあり，業態の特殊性から，長時間労働に
陥りやすい傾向があるといえる。そこで，本研
究の目的は，システムエンジニアの蓄積疲労の
実態と労働環境との関連を明らかにすることと
した。

Ⅱ　研　究　方　法

（ 1）　調査対象と調査期間
　情報産業サービス業の中規模事業所 3カ所に
勤務する160人の開発技術者（システムエンジ
ニア，プログラマー）を調査対象とした。本調
査は2008年10月15日から10月31日までに無記名
自記式質問紙を配布し，回収した。

（ 2）　調査項目
　基本的属性は，性別，年齢，勤続年数，経験
年数，勤務先の従業員数の 5項目とした。最近
1カ月間の疲労の自覚症状と勤務状況について
は，「労働者の疲労蓄積度チェックリスト」を
使用した10）。「労働者の疲労蓄積度チェックリ
スト」は，時間外労働時間が月45時間超あるい
は80～100時間超の労働者の疲労蓄積リスクを
簡便かつ的確に評価し，産業看護・保健職によ
る助言指導に利用するため，厚生労働省が開発
したリストである3）。質問は，自覚症状13項目
（イライラする，不安だ，落ち着かない，ゆう
うつだ，よく眠れない，体の調子が悪い，物事

に集中できない，することに間違いが多い，仕
事中強い眠気に襲われる，やる気がない，へと
へとだ，朝起きた時ぐったりした疲れを感じる，
以前より疲れやすい），勤務状況 7 項目（ 1 カ
月の時間外労働，不規則な勤務，出張に伴う負
担，深夜勤務に伴う負担，休憩・仮眠の時間数
および施設，仕事についての精神的負担，仕事
についての身体的負担）の合計20項目設定され
ており，自覚症状と勤務状況の得点を算出して
4段階で評価する。自覚症状の各項目は，ほと
んどない（ 0点）・時々ある（ 1点）・よくある
（ 3点）の 3段階で評価する。そして，Ⅰ（ 0
～ 4 点）・Ⅱ（ 5 ～10点）・Ⅲ（11～20点）・Ⅳ
（21点以上）として 4つに分類した。さらに，
勤務状況についても点数化を行い，Ａ（ 0点）・
Ｂ（ 1 ～ 2 点）・Ｃ（ 3 ～ 5 点）・Ｄ（ 6 点以
上）の 4つに分類した。そして，それぞれの判
定結果から仕事による負担度数（ 0～ 7点）を
算出し，総合判定としてさらに 4段階評価（低
い，やや高い，高い，非常に高い）で判断した。
仕事による負担度数の 0～ 1点を「低い」，2～
3点を「やや高い」， 4～ 5点を「高い」， 6～
7点を「非常に高い」として総合判定を算出し
た。労働環境が負担と感じる程度については，
開発技術者の労働環境（長時間労働，仕事量の
多さ，納品後のトラブル，コミュニケーション
の少なさ，眼の痛み・疲れなど）に関する負担
の程度について20項目を設定した。仕事以外の
日常生活については，平日睡眠時間，休日睡眠
時間，休日の過ごし方など，仕事以外の生活状
況に関する 6項目を設定した。仕事の進め方と
職場環境については，休憩の心掛け，休憩頻度，
パーソナルコンピューターと眼の位置関係，健
康相談できる職場環境の有無など，仕事の進め
方と職場環境について13項目を設定した。

（ 3）　分析方法
　度数分布と基本統計量を算出し，疲労蓄積度
については，仕事による負担度の判定結果のう
ち，やや高い・高い・非常に高いと回答した人
を「疲労蓄積度高群」，低いと回答した人を
「疲労蓄積度低群」とした。疲労蓄積度高群と
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低群の比較として各変数間でχ2検定を行った。
解析には，統計ソフトSPSS Ver.15.0を使用し
た。有意水準を 5％とした。

（ 4）　倫理的配慮
　各事業所の人事部に研究の目的と質問項目に
ついて説明し，調査実施の承諾を得た。回答は
無記名であること，研究目的以外に結果を使用
しないこと，個人情報の管理に充分配慮するこ
と，研究への参加は自由意志であることを明記
した依頼文を質問紙に添付した。各事業所の社
員に本調査に関する連絡担当者として質問紙の
配布を依頼し，回答したことで本調査の趣旨に
同意したこととした。回答した質問紙は，密閉
した回収箱，または回収用封筒に封入し，後日
回収した。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　対象者の属性と日常生活および職場環境
　配布数160部のうち，計120人（回収率75％）
から回答が得られた。
　対象者の属性と職場環境についての結果を表
1に示す。性別は男性が100人（83.3％）で，
年齢は30歳代が59人（49.2％）と最も多かった。
従業員数は100人以上が86人（71.7％）と多く，
勤続年数は 5年以上10年未満，10年以上が共に
44人（36.7％）であった。経験年数については
10年以上が53人（44.2％）と最も多かった。ま
た，勤続年数の平均値は9.5年（標準偏差7.2），
経験年数の平均値は10.6年（標準偏差7.0）で
あった。職場までの片道通勤時間は60分以上が
63人（52.5％）であった。
　職場環境では，勤務場所のうち出向先が71人
（59.2％）と多かった。また 1カ月の平均残業
時間は，45時間超は27人（22.5％）であった。
平均残業時間の平均値は30.7時間（標準偏差
23.4）であった。仕事を自宅に持ち帰らないと
回答した人は80人（66.7％）であった。仕事中，
休憩をとるよう心掛けている人は85人（70.8％）
であった。一方，仕事の合間にストレッチなど
を心掛けている人は36人（30.0％）であった。

健康相談を利用できる環境にある人は30人
（25.0％）であった。
　仕事以外の日常生活では，平日睡眠時間の平
均値は5.5時間（標準偏差1.0），休日睡眠時間
の平均値は7.6時間（標準偏差1.6）であった。
食事を規則正しくとっている人は，約半数で
あった。またストレス解消法の主な回答は，

表 1　対象者の属性と職場環境（ｎ＝120）
人数
ｎ

割合
（％）

性別：男 100 83.3
　　　女 20 16.7
年齢：20歳代 34 28.3
　　　30歳代 59 49.2
　　　40歳以上 27 22.5
従業員数：100人未満 34 28.3
　　　　　100人以上 86 71.7
勤続年数： 5年未満 32 26.7
　　　　　 5年以上10年未満 44 36.7
　　　　　10年以上 44 36.7
　　　　　（平均値） 9.5±7.2
経験年数： 5年未満 22 18.3
　　　　　 5年以上10年未満 45 37.5
　　　　　10年以上 53 44.2
　　　　　（平均値） 10.6±7.0
職場環境
通勤時間：60分未満 57 47.5
　　　　　60分以上 63 52.5
勤務場所：自社内 49 40.8
　　　　　出向先 71 59.2
チーム人数：15人未満 86 71.7
　　　　　　15人以上 33 27.5 
　　　　　　無回答 1 0.8
　　　　　　（平均値） 15.0±23.0
平均残業時間（／月）：45時間以下 91 75.8
　　　　　　　　　　 45時間超 27 22.5
　　　　　　　　　　 無回答 2 1.7
　　　　　　　　　　 （平均値） 30.7±23.4
持ち帰り仕事：ある 40 33.3
　　　　　　　ない 80 66.7
休憩の心掛け：している 85 70.8
　　　　　　　していない 35 29.2
休憩頻度： 4回未満 69 57.5
　　　　　 4回以上 42 35.0 
　　　　　無回答 9 7.5 
　　　　　（平均値） 3.6±2.9
休憩時間： 5分未満 10 8.3
　　　　　 5分以上15分未満 75 62.5 
　　　　　15分以上 26 21.7
　　　　　無回答 9 7.5 
　　　　　（平均値） 15.8±19.5
ストレッチの心掛け：している 36 30.0 
　　　　　　　　　　していない 84 70.0 
目薬の使用：使っている 38 31.7
　　　　　　使っていない 82 68.3
上司に意見：言いやすい 99 82.5
　　　　　　言いにくい 20 16.7
　　　　　　無回答 1 0.8
相談できる仲間：いる 102 85.0 
　　　　　　　　いない 18 15.0 
パソコンと眼の位置：見下ろしてる 58 48.3
　　　　　　　　　　見下ろしてない 62 51.7
健康相談の環境：利用できる 30 25.0 
　　　　　　　　利用できない 89 74.2
　　　　　　　　無回答 1 0.8

注　（平均値）は平均値±標準偏差
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「運動（フットサル，サイクリング，
ジム，歩く，他）」「家族（子ども）
と過ごす」「充分な睡眠をとる」「ド
ライブ」「食べる」「酒を飲む」で
あった。

（ 2）　負担と感じる労働環境と疲労
蓄積度

　対象者の負担と感じる労働環境に
ついての結果を図 1に示す。また，
対象者の疲労蓄積度についての結果
を表 2に示す。
　労働環境で負担と感じることは，
仕事のあいまいさと仕事の難しさが
106人（88.3％）で最も多く，納期
の時間的切迫が105人（87.5％）で
続いて多かった。

足を感じている，眼の痛みと疲れを感じている，
首と肩のこりおよび痛みを感じている，であっ
た。

Ⅳ　考　　　察

（ 1）　システムエンジニアの蓄積疲労の実態に
ついて

　システムエンジニアの業務は，プロジェクト
単位で構成される，組織替えが頻繁にある，作

　対象者の疲労蓄積度については，自覚症状の
評価はⅡが最も多く48人（40.0％），勤務状況
の評価はCが最も多く38人（31.7％）であった。
また，仕事による負担度は，低いと回答した人
が最も多く53人（44.2％）であった。

（ 3）　疲労蓄積度と職場環境との関連
　職場環境を疲労蓄積度高群と低群でみた結果
を表 3に示す。
　職場環境については，疲労蓄積度高群は低群
と比較し，通勤時間が60分以上，勤務場所が出
向先，平均残業時間が45時間超の割合が有意に
高かった。

（ 4）　疲労蓄積度と負担と感じる労働環境との
関連

　負担と感じる労働環境を疲労蓄積度高群と低
群でみた結果を表 4に示す。
　疲労蓄積度高群は低群と比較し，以下の項目
について有意に割合が高かった。長時間労働，
仕事量の多さを感じている，仕事の難しさを感
じている，納期の時間的切迫を感じている，納
品後のトラブルを感じている，コミュニケー
ションの少なさを感じている，室内（気温・湿
度）の不快を感じている，仕事中の休憩頻度不

表 2　対象者の疲労蓄積度（ｎ＝120）
人数 割合（％）

自覚症状の評価ａ）

　Ⅰ 24 20.0 
　Ⅱ 48 40.0 
　Ⅲ 37 30.8
　Ⅳ 11 9.2
勤務状況の評価ｂ）

　Ａ 35 29.2
　Ｂ 30 25.0 
　Ｃ 38 31.7
　Ｄ 17 14.2
仕事による負担度
　低い 53 44.2
　やや高い 32 26.7
　高い 20 16.7
　非常に高い 15 12.5

注　ａ） 　Ⅰ（ 0 ～ 4 点），Ⅱ（ 5 ～10点），Ⅲ（11～20点），Ⅳ（21
点以上）

　　ｂ） 　Ａ（ 0 点），Ｂ（ 1 ～ 2 点），Ｃ（ 3 ～ 5 点），Ｄ（ 6 点以
上）

40.8
44.2
45.8
48.3
51.7
55.8
59.2

67.5
68.3
71.7
74.2
80.0
80.8
84.2
85.0
85.0
85.0
87.5
88.3
88.3

0 20 40 60 80 100％

仕事内容のあいまいさ
仕事の難しさ

納期の時間的切迫
首・肩のこり・痛み

チーム要員の不足（数・質)
仕事量の多さ

眼の痛み・疲れ
納品後のトラブル

長時間労働
報酬への不満足

室内（気温・湿度）の不快
対ユーザー人間関係

コミュニケーションの少なさ
チーム内での人間関係

昇進の機会の不足
休日不足

出向による環境の変化
手・腕の痛み

仕事中の休憩頻度不足
作業場所の閉塞・圧迫感

図 1　負担と感じる労働環境
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業内容が短期間に変わりやすいな
どの特徴がある11）。また，クライ
エント先に常駐しているシステム
エンジニアも多く，産業保健専門
職が直接相談する機会も少ないた
め，ストレス対策を考える場合に
職場や業務ごとの実態にあったス
トレス要因の評価が難しい状況に
ある11）。「平成20年特定サービス
産業調査」によると，情報サービ
ス産業の従事者のうち約 6割，ソ
フトウェア業では約 8割が男性で
あるとの報告がある1）。本調査で
も，男性が全体の約 8割を占めて
おり，勤務場所が出向先である人
が約 6割，健康相談を利用できな
い状況にある人が約 7割を占めて
いた。また，本調査の年齢構成を
みると，30歳代が最も多く，平均
勤続年数，平均経験年数とも約10
年であり，健康を維持・向上しな
がら業務を遂行する上で，保健医
療従事者による予防的な介入が重
要であることが考えられる。しか
し，対象者の多くの勤務先が出向
先となっており，健康相談を利用
できる環境にある人も約 3割程度
であった。保健医療従事者が彼らの健康状態
を把握し，彼らの職場や業務にあった対応を
することが困難であると考える。
　また，仕事による負担度が高いと回答した
人は約 6割であり，負担と感じる労働環境の
中では，仕事内容のあいまいさ，仕事の難し
さ，仕事量の多さ，長時間労働なども上位で
あった。先行研究においても，労働時間や仕
事の量，仕事の質の要求度などが精神的健康
度に関連しているとの報告があり，今回と同
様の結果であった12）。

（ 2）　システムエンジニアの蓄積疲労と労働
環境の関連

　先行研究では，月間時間外労働やVDT作

表 3　疲労蓄積度別にみた職場環境（ｎ＝120）
疲労蓄積度
低群（ｎ＝53）

疲労蓄積度
高群（ｎ＝67） ｐ値

人数 割合（％） 人数 割合（％）

性別：男 42 42.0 58 58.0 0.29　　　女 11 55.0 9 45.0 
年齢：40歳未満 40 43.0 53 57.0 0.64　　　40歳以上 13 48.1 14 51.9 
従業員数：100人未満 12 35.3 22 64.7 0.22　　　　　100人以上 41 47.7 45 52.3
勤続年数：10年未満 37 48.7 39 51.3 0.19　　　　　10年以上 16 36.4 28 63.6
経験年数：10年未満 34 50.7 33 49.3 0.10　　　　　10年以上 19 35.8 34 64.2
職場環境
通勤時間：60分未満 31 54.4 26 45.6 0.03　　　　　60分以上 22 34.9 41 65.1
勤務場所：自社内 28 57.1 21 42.9 0.02　　　　　出向先 25 35.2 46 64.8
チーム人数：15人未満 38 44.2 48 55.8 0.19　　　　　　15人以上 15 45.5 18 54.5
平均残業時間（／月）：45時間未満 50 54.9 41 45.1 0.00　　　　　　　　　　 45時間超 3 11.1 24 88.9
持ち帰り仕事：ある 15 37.5 25 62.5 0.30　　　　　　　ない 38 47.5 42 52.5
休憩の心がけ：している 40 47.1 45 52.9 0.32　　　　　　　していない 13 37.1 22 62.9
休憩頻度： 4回未満 28 40.6 41 59.4 0.63　　　　　 4回以上 19 45.2 23 54.8
休憩時間：15分未満 38 44.7 47 55.3 0.36　　　　　15分以上 9 34.6 17 65.4
ストレッチの心掛け：している 14 38.9 22 61.1 0.45　　　　　　　　　　していない 39 46.4 45 53.6
目薬の使用：使っている 17 44.7 21 55.3 0.93　　　　　　使っていない 36 43.9 46 56.1
上司に意見：言いやすい 45 45.5 54 54.5 0.65　　　　　　言いにくい 8 40.0 12 60.0 
相談できる仲間：いる 45 44.1 57 55.9 0.98　　　　　　　　いない 8 44.4 10 55.6
パソコンと眼の位置：見下ろしてる 29 50.0 29 50.0 0.21　　　　　　　　　　見下ろしてない 24 38.7 38 61.3
健康相談の環境：利用できる 16 53.3 14 46.7

0.26　　　　　　　　利用できない 37 41.6 52 58.4

注　有意差検定：カテゴリー変数についてはχ2検定を行い，ｐ＜0.05を有意差ありとした。

表 4　疲労蓄積度別にみた負担と感じる労働環境（ｎ＝120）
疲労蓄積度
低群（ｎ＝53）

疲労蓄積度
高群（ｎ＝67） ｐ値

人数 割合（％） 人数 割合（％）

長時間労働 37 38.5 59 61.5 0.01
仕事量の多さ 38 37.3 64 62.7 0.00
仕事の難しさ 43 40.6 63 59.4 0.03
仕事内容のあいまいさ 44 41.5 62 58.5 0.11
納期の時間的切迫 42 40.0 63 60.0 0.02
納品後のトラブル 38 39.2 59 60.8 0.02
チーム要因の不足（数・質） 42 41.2 60 58.8 0.12
対ユーザー人間関係 32 39.0 50 61.0 0.07
チーム内での人間関係 27 38.0 44 62.0 0.10
コミュニケーションの少なさ 28 34.6 53 65.4 0.00
報酬への不満足 36 40.4 53 59.6 0.17
昇進の機会の不足 31 46.3 36 53.7 0.60
休日不足 22 35.5 40 64.5 0.05
出向による環境の変化 24 41.4 34 58.6 0.55
室内（気温湿度）の不快 30 34.9 56 65.1 0.00
仕事中の休憩頻度不足 15 28.3 38 71.7 0.00
作業場所の閉塞・圧迫感 17 34.7 32 65.3 0.08
眼の痛み・疲れ 39 38.6 62 61.4 0.01
首・肩のこり・痛み 41 40.2 61 59.8 0.04
手・腕の痛み 20 36.4 35 63.6 0.11

注 　有意差検定：カテゴリー変数についてはχ2検定を行い，ｐ＜0.05を
有意差ありとした。
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業時間が長くなると，仕事の負担度が増加した
り，仕事による疲労度が増加するとの報告があ
る13）14）。また，仕事時間の増加は仕事負荷を増
加させ，仕事以外の時間の減少は疲労回復時間
を減少させるとの報告もある15）。さらに，同じ
労働時間でも，過大な仕事の成果要求が存在し
たり，時間的プレッシャーがあったりすると，
仕事による心理的負荷や仕事の密度は大きくな
り，全体として仕事負荷も増加するとの報告も
ある15）。男性のシステムエンジニアを対象とし
た先行研究では，残業の多さ，客先での業務，
単独作業，顧客対応，不適切な業務評価，研修
機会の不足，将来の不安などがシステムエンジ
ニアの身体的，精神的ストレス反応と関連があ
るとの報告がある11）。
　本調査の結果，対象者の多くの勤務先が出向
先という労働環境で様々な負担を感じており，
それが疲労の蓄積と関連していることが明らか
となった。
　情報技術の隆盛により，システムエンジニア
の業務はさらに多岐にわたり，内容は複雑化す
る一方で，個々人に課せられる業務や責任は大
きい。さらにシステムエンジニアの業務の作業
工程は外から見えにくい労働であるため，管理
者からのサポートが得られにくく，作業現場で
は作業者が管理者から作業内容についての援助
を受けることは現実的に困難であり，作業者は
孤独に作業する場合が多いという現状がある16）。
これらのことより，システムエンジニアの仕事
への負担感や疲労感は今後さらに増加すること
が予測される。産業保健に従事する看護職は，
彼らの勤務先の労働環境の特徴や，業務の特徴，
仕事上の身体的・精神的負担を的確に把握し，
労働と健康がうまく調和することができるよう
人事部との連携もはかりながら，組織的なサ
ポート体制の確立とともに，個別への支援が必
要と考える。システムエンジニアは， 1つのプ
ロジェクト案件が終わる度に勤務場所が変わる
場合もあり，労働環境の変化が疲労蓄積度にも
影響することが予測される。具体的な支援策と
して，産業保健に従事する看護職は，彼らの勤
務場所での休憩時間の頻度やパーソナルコン

ピューターと眼の位置，作業場所の室内環境な
どを改善することは可能であり，それによって
蓄積疲労の改善も期待できる。また，看護職が
直接職場に出向いたサポートも大切である。出
向先の職場環境に問題がある場合，時には出向
先企業の保健衛生を担当するスタッフや産業医
と話し合い，作業環境の改善を図ることも必要
と考えられる。
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